
10広川町議会だより　第92号

町政を問う！ 一般質問
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梅本　　哲 議員

ブ
ラ
ン
ド
産
地
の
維
持
振
興
に
つ
い
て

農
地
法
改
正
の
対
処
方
針
に
つ
い
て

普
通
河
川
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

生
産
者
に
寄
り
添
う
形
で
取
り
組
む

適
切
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
む

農業施策
防災施策

梅
本　
国
道
３
号
バ
イ
パ
ス
と
県
道
三
潴
上
陽
線

バ
イ
パ
ス
の
延
長
工
事
で
農
業
用
ハ
ウ
ス
が

相
当
面
積
潰
れ
、
産
業
基
盤
が
縮
小
す
る
。

ブ
ラ
ン
ド
生
産
地
の
維
持
振
興
プ
ラ
ン
へ
の

影
響
を
問
う
。

町
長　
国
・
県
事
業
と
も
本
年
度
か
ら
地
形
測
量

に
入
る
見
込
み
。
米
・
苺
・
桃
・
ぶ
ど
う
・

花
卉
等
営
農
面

積
の
減
少
は
、

避
け
ら
れ
な
い

が
、
建
設
に
協

力
い
た
だ
く
農

家
の
営
農
継
続

の
た
め
、契
約

時
期
、施
設
の

移
転
時
期
、
農

梅
本　
本
年
度
か
ら
農
地
取
得
に
関
す
る
下
限
面

積
要
件
（
40
ア
ー
ル
）
が
廃
止
さ
れ
、
農
業

委
員
会
の
認
可
が
あ
れ
ば
自
由
に
農
地
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
狙
い
は
「
農
業

従
事
者
を
増
や
し
、
農
業
・
農
村
を
守
っ
て

い
く
」
た
め
と
考
え
る
が
、
本
町
の
対
処
方

針
と
新
た
に
農
地
を
取
得
す
る
小
規
模
農
家

等
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
こ
れ
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化

が
加
速
す
る
中
で
、
遊
休
農
地
の
解
消
や
効

率
的
な
農
業
の
発
展
、
多
様
な
人
材
に
農
業

に
従
事
い
た
だ
く
た
め
の
施
策
の
一
つ
と
認

識
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
新
規
参
入
者
の

確
保
と
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
小
規
模
農
家
や
高
齢
農
家

が
抱
え
る
課
題
は
、
栽
培
作
物
の
種
類
、
保

有
す
る
設
備
や
機
械
、
労
働
力
等
、
様
々
あ

梅
本　
７
月
10
日
の
越
水
要
因
は
、
護
岸
の
低
さ

や
土
砂
の
堆
積
、
急
な
湾
曲
や
い
ぜ
き
で
あ

る
。
普
通
河
川
ご
と
の
防
災
マ
ッ
プ
作
成
の

是
非
を
問
う
。

町
長　
普
通
河
川
か
ら
の
浸
水
域
は
、
ま
だ
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
明
示
し
て
い
な
い
。
自
主

防
災
組
織
と
の
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
溢
水

や
内
水
氾
濫
箇
所
を
聞
き
取
り
、
防
災
マ
ッ

プ
を
作
成
し

地
域
防
災
の

関
係
者
と
も

共
有
す
る
取

り
組
み
を
進

め
た
い
。

地
斡
旋
等
関
係
者
に
寄
り
添
う
形
で
取
り
組

む
考
え
。
移
転
希
望
者
に
対
し
て
は
、
農
地

の
斡
旋
や
ハ
ウ
ス
等
の
補
助
事
業
な
ど
生
産

基
盤
や
生
産
力
の
維
持
の
た
め
最
善
を
尽
く

し
た
い
。

3 号バイパスで潰れる予定のハウス群

る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
補
助
事
業
等
の

ハ
ー
ド
面
の
支
援
は
な
い
が
、
今
後
は
、
省

力
可
能
な
作
物
の
導
入
や
直
売
所
へ
の
販
路

確
保
等
、
関
係
機
関
と
も
協
力
し
て
適
切
な

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

河川氾濫後の被害状況


